
平
成
十
九
年
十
二
月
二
十
八
日
提
出

質
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第
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号

ロ
シ
ア
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務
次
官
の
北
方
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に
つ
い
て
の
発
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に
対
す
る
外
務
省
の
評
価
に
関
す
る
質
問
主
意
書
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ロ
シ
ア
外
務
次
官
の
北
方
領
土
問
題
に
つ
い
て
の
発
言
に
対
す
る
外
務
省
の
評
価
に
関
す
る
質
問
主
意
書

一

ロ
シ
ア
の
ロ
シ
ュ
コ
フ
外
務
次
官
が
二
〇
〇
七
年
十
二
月
二
十
七
日
の
記
者
会
見
で
、
森
喜
朗
元
首
相
が
同
年
同
月
二
十

一
日
に
プ
ー
チ
ン
・
ロ
シ
ア
大
統
領
と
行
っ
た
会
談
の
際
に
、
二
〇
〇
一
年
の
イ
ル
ク
ー
ツ
ク
声
明
を
基
礎
に
交
渉
を
行
う

こ
と
を
提
案
し
た
こ
と
に
触
れ
、
「
イ
ル
ク
ー
ツ
ク
声
明
の
内
容
は
明
確
で
あ
り
、
新
し
い
提
案
と
は
言
え
な
い
」
と
述

べ
、
更
に
「
平
和
条
約
交
渉
の
基
礎
は
、
ロ
シ
ア
が
重
視
す
る
日
ソ
共
同
宣
言
に
始
ま
り
、
東
京
宣
言
、
イ
ル
ク
ー
ツ
ク
声

明
に
い
た
る
過
去
の
す
べ
て
の
合
意
だ
」
と
、
イ
ル
ク
ー
ツ
ク
声
明
を
尊
重
す
る
こ
と
は
当
然
と
の
認
識
を
示
し
た
と
、
同

年
同
月
二
十
八
日
の
新
聞
は
報
じ
て
い
る
が
、
右
ロ
シ
ュ
コ
フ
外
務
次
官
の
記
者
会
見
で
の
発
言
（
以
下
、
「
ロ
シ
ュ
コ
フ

発
言
」
と
い
う
。
）
の
内
容
を
外
務
省
は
把
握
し
て
い
る
か
。

二

「
ロ
シ
ュ
コ
フ
発
言
」
に
対
す
る
外
務
省
の
評
価
如
何
。
外
務
省
も
「
ロ
シ
ュ
コ
フ
発
言
」
同
様
、
日
ソ
共
同
宣
言
、
東

京
宣
言
、
イ
ル
ク
ー
ツ
ク
声
明
の
、
過
去
の
日
露
間
に
お
け
る
合
意
全
て
を
基
礎
に
、
ロ
シ
ア
と
平
和
条
約
締
結
に
向
け
て

交
渉
を
行
う
考
え
を
有
し
て
い
る
か
。

右
質
問
す
る
。


